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　平成１９年から税源移譲により、国の税収が減り、地方の税収が増えることになりました。およ
そ３兆円の税源が、国から地方へ移譲されます。これにより、住民はより身近で、よりよい行政サ
ービスを受けられるようになります。 

■ 何がどう変わる？ 

住民税の税率 

　住民税は増えますが、所得税の税率を変えることで税額を減らして調整をするため「住民税＋所
得税」での負担は変わりません。しかし、定率減税の廃止や６５歳以上の方の経過措置により、税
負担は増加します。 

■ 税負担はどうなる？ 

　定率減税は、廃止されました。 

■ 定率減税の廃止 

平成18年度分まで 平成18年度分まで 

所得税の税率 

平成18年分まで 平成18年分まで 

平成19年度分から 平成19年度分から 

平成19年分から 平成19年分から 
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6%（町民税） 

一律10%

6段階に細分化 

2%

国の税制改正国の税制改正により 

平成平成19年度年度住民税が大きく変わりました！ 

国の税制改正により 

平成19年度住民税が大きく変わりました！ 
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